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河川植生を構成する植物種の多くは、洪水等で分散された種子が漂着した場所で、環境条件が適していれば定着する。条件が適していない場合、ストレスが過大
となり枯死する。環境条件とストレス要因を関連づけることは、河川植生の分布把握のための重要なプロセスである。ストレス要因に晒される、細胞内で活性酸
素(ROS)が生成、組織等が破壊される。研究では、活性酸素種(ROS)のうち最も安定して計測ができる過酸化水素(H2O2)について、葉の中の含有用量を調べること
で環境ストレスを定量化できることを確認した。 
本研究では、木本類ではSalix spp.、Robinia pseudoacacia、Ailanthus altissima、Juglans mandshurica、草本類は、Phragmites australis、Phragmites
japonica、Miscanthus sacchariflorusを対象とした。現場で観察された植物標高分布との比較から、葉組織と土壌をサンプリングし、H2O2濃度、全窒素
（TN）、全リン（TP）、および水分含有量を分析した。Salix spp.以外の木本類のH2O2濃度は土壌水分含有量の増加とともに増加したが、Salix spp.のH2O2濃度
は土壌水分の増加とともに減少した。草本種のH2O2濃度は土壌水分とともに常に減少した。これらの関係と現場で観察した植生分布と、比高から推定した土壌水
分の状況の比較から、河川での植生の空間分布と合致していることが示された。本研究は、葉のH2O2濃度が河畔植生の分布ポテンシャルの有用な指標になり得る
ことが示唆された。
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